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Summary

　This　study 　was 　investigated　to　clarify 　the　efficiency 　of　bumble　bees（Bombus （β oηめ us ）terrestris）as　pollinators，
and 　the　cultivar 　selection　of 　blueberries　for　forcing　culture ．　The　flowering　and 　harvesting　dates　were 　accelerated

by　heating 　 cultivation ，　 and 　the　percentages　of　berry　 sets　 were 　improved　by　pollination　 w 藍th　bumble　bees．

However ，　the　differcnce　in　the　berry　set　pelcentage　was 　caused 　by　cultivals 　and 　forcing　time．　The　percentage　of

berry　set　was 　increased　in
匚Tifblue’but　not 　in‘Nolthland ’by　GA 　treatmcnt ．　However ，　Ihis　treatment 　caused

retaldation 　of 　the　harvesting　period　and 　produced 　lightweight 　berries．　WhHe 　forcing　culture 　from　late　Febτuary
，

very 　early 乳o　medium 　 ripen 三ng 　cultivars 　of 　northem 　highbush　or 　half−high　blueberries　were 　usab1e 　as　Ihey　 could

be　harvested　during　May ．　It　was 　also 　indicated　that　bumble　bees　weTe 　very 　efficient 　pollinators　of 　blueberries，
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緒　　言

　近年 ブル
ーベ リーは，機能性食品 と して 脚光を浴 び，栽

培面積の 増加 とあ い ま っ て ，高価格 で の 出荷が期待で き

る促成栽培が 注 目さ れ て い る．しか し，促成栽培 に 関す

る 研究論文 は 少な く（青木・植 田，1996 ；菊池 ら，1994），

ま た 虫媒花 で あ る た め，閉鎖空 間を 利用 した 促成栽培 に

あ っ て は 問題点 も 多い ．

　そ こ で 本研究 で は ，閉鎖空 間（加 温 温 室 ）に お い て 訪花

昆虫 と して の マ ル ハ ナ バ チ の 有効性や 促成 （露地 か ら温室

に 搬入後直 ち に 加 温 ）開始時期と収穫時期 との 関連を調査

す る とともに ，果実形質な ど に つ い て，極早 th　一晩生 の そ

れ ぞ れ 1・・2 品種 を 供試 し て 調査 し，促成栽培 で の 早期収

穫 に 有効 な 品 種 の 選択 を 試 み た ．

材 料 お よ び 方 法

実 験 1 ． マ ル ハ ナ バ チ の 放 飼 が 結 果 率 と 収 穫 時

　　　　 の 果 粒 形 質 に 及 ぼ す 影 響

　本実験 は 2002年，島根 大学（島根県松江市 ）で 実施 し
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た．早期収穫 が 可能な 品種 を 選抜す る 目的 で，ノ
ー

ザ ン

ハ イ ブ ッ シ ュ ブ ル
ーベ リ

ー‘Weymouth ’
，

‘Earliblue’（極

早生 ），
‘Patriot’（早 生 ），

‘Berkeley’（中生 ），
‘Darrow ’

（晩生 ）並 び に ハ
ー

フ ハ イ ブ ル
ーベ リー

‘Northland ’（早 生 ）

の 合計 6品種 （8号 プ ラ ス テ ィ ッ ク鉢 に 植 え付 けた挿 し木

3年 生樹 ）を供試した．温室搬 入 日 （直 ち に加温 し促成栽

培 を 開始 ）は 2月 23 日 と し，各品種 と もマ ル ハ ナ バ チ 1群

を放飼 した 区（以下 促成放飼区 ）とネ ッ トを か け，マ ル ハ

ナ バ チ か ら 隔離 した無処理 区を 設定 した．ま た，対照 区

と して 露地栽培区 （以下露地区 ）を設けた．全品種全処理

区 と も 3樹を 供試した ．な お，樹当た り花房数 は ，
‘Wey −

mouth
’

で は 85個 ，　
c
　Patriot’で は 40 個，

‘Earliblue’と

‘Northland ’

で は 30個，
‘Berkeley’と ‘Darrow’で は 25個

に ，そ れ ぞ れ 揃え た ．

実 験 2 ．促 成 開 始 時 期 ， GA 　3 処 理 並 び に マ ル ハ

　　　　　ナ バ チ 放 飼 が 収 穫 時 期 ，結 果 率 お よ び

　　　　　果 粒 形 質 に 及 ぼ す 影 響

　
‘Northland’（8号 プ ラ ス テ ィ ッ ク鉢 に 植え付 け た 挿 し木

3年 生 樹 ）と ラ ビ ッ トア イ ブ ル ーベ リー‘Tifblue’（晩 生 ，

同様 な 3年生 樹 ）を 供 試 した．2002 年 2月 9 日，23 日，3

月 9 日の 各促成開始 日に ，そ れ ぞ れ マ ル ハ ナ バ チ 放飼 区，

GA3 処理 区 （花房 の 満開期 に 200ppm の GA3 水溶液 を花
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房 に ス プ レ
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），無 処 理 区を設定 し，別 に 対照 区と して 露

地 区 を設 け た ．両 品 種，全 処 理 区 と も 3樹 を供 試 した ．な

お 樹 当 た り の 花房数 は，
‘Northland’で は 30 個 ，

‘Tif−

blue’で は 55 個 に 揃え た 、促 成 区 の 受粉樹 と し て は ，
‘Northland’ の 2月 9 日促 成区 で は ハ ー

フ ハ イ ブ ル
ー

ベ

リー ‘Tophaビ と サ ザ ン ハ イ ブ ッ シ ュ ブ ル
ー

ベ リ
ー‘Sun −

shineblue
’
を，2月 23 日 と 3月 9 日促 成区で は，前述の 2

品 種 に 加 え ，実験 1 の 品種 を 供用 した．一
方，

‘Tifblue｝

で は ，各 促 成開始 日 と も に ラ ビ ッ トア イ ブ ル ーベ リー
‘
Woodard ’

と
‘Gloria’の 2 品種を供試 した．

　実験 1，2と も，3．　15　m2 の 加温温室内で 実施 した が，促

成時 の 栽培温度 は ，マ ル ハ ナ バ チ が 行動を 開始 す る と 言

わ れ て い る最 低 気 温 （5−6℃ ）（松 浦，1993）を考慮 し，15℃

を 目標 に 加 温 管理 した．

　調査項 目は，実験 1，2 と も，実験期間中の 室温並 び に

外気温 小花数 1花房 小花形質（花 口 直径，花冠長 ），マ

ル ハ ナ バ チ訪花行動数，満開 目，収穫最盛期，結果率，果

粒形質（粒重 ，可溶性固形物含量，滴定酸度 ）と した．な

お，マ ル ハ ナ バ チ の 放花 行 動数 の 調 査 は，晴天 日 と曇天

日の 午前 11時 に 行 い，マ ル ハナ バ チ の 訪花行動数 と照度

を測定 し，それ ぞ れ 10日 間の 平均 で 示 した．

　か ん 水 は乾燥 の 程度を見な が ら，ま た施 肥 は 実験開始

時 に 元 肥 と して 油粕 10g ノ鉢 （N ：5，3％），開花終 了 時 に 油

粕 1091鉢 の 追肥 を 行 った ．

結　　果

　栽培期間中の 温度 は第 1図に 示 した とお りで ，特 に 開花

期間中の 温度 は最低 12℃ を維持 し，マ ル ハ ナ バ チ の 活 動

に 支障を き た さ な か っ た．

　 マ ル ハ ナ バ チ の 訪花行動数 は，晴天 日，曇天 日 の 天候

に 関 わ らず，た え ず 3頭程度 で あ っ た （第 2図 ）．

実 験 1 ．促 成 に 有 効 な 品 種 の 選 択

1．小花数 と小花形 質

　小花数 1花房 は 6（
‘Berkeley’）−9個 （

‘Darrow ’
）で ，品種

に よ り差 が 認 め られ た ，花 口直径 （5 −
−6mm ）は 品種間 に

差 が な く，花冠長は
‘Patriot’の 10mm が最大で ，

‘North−

Iand’の 7mm が 最 小で あ っ た （第 1表 ）．
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第 1表 　プル ーベ リーの 促成栽培 に お け る各 品種 の 小 花 数 と小

　 　 花形質
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第 2 図　曇天 日 と晴天 凵 に お け る マ ル ハナ バ チ の 訪花行動数

　　 縦棒 は 標準誤差 （n＝10）を示 す
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第 2 表 　ブ ル
ーベ リ

ーの 促成栽培に お け る各品種 の 開花並 び に収

　　 穫期

第 3 表　ブ ル ーベ リ
ーの 促成栽培 に お け る各品種 の 果粒形質
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第 4 表　ブ ル
ーベ リ

ー
の 促成栽培 に お ける各品種 の 小 花数 と小

　　 花形質

　　　　　小花数／花 房
品　 種
　　　　　　　（個）　　 花 口 直 径 （  ）

小 　花

花冠 長 （mm ）

Northland　　8．5az

Tifblue　　　　7．6a

5．6a3
．5b

7．4a8

．1a

2．開 花 期 と収穫期

　満開 日 は 品種 間 に 差 が 見 ら れ な か っ た が，促 成区 は 露

地区 よ りも 24−・29 日 間早 く
’
な っ た．促成区の 収穫期 は ，

露地栽培 と 同様 に 早 生 品種 で 早 く，晩生品種 で は 遅か っ

た，す な わ ち，促成放飼区の 収穫開始期 は
‘Weymouth ’

の

5月 6日 が，また 収穫最盛期は
‘Weymouth ’

と
‘Earliblue’

の 5 月 24 日 が 最 も早 く，晩 生 品種 の
‘Darrow

’
は 6月 26

日 で 最 も遅 か っ た．な お，促 成放飼区の 収穫 最盛期 は 露

地区よ り 7−31 日間早 く，極早 生 か ら 中生 まで の 品 種 は 5

月収穫 が可能 で あ っ た （第 2 表 ）．

3．結果率 と果粒形 質

　促成放飼 区 の 結果率 は，
‘Weymouth ’

の 45％ （最低 ）か

ら
‘Berkeley’の 79％（最高 ）で ，品種 に よ り差 が 認 め られ

た ．無処 理 区 の 結果率は ，い ず れ の 品種 も，0ま た は ユ％

z
検定はTukeyの 方 法 （5％ 水 準 ）を 用い て 行 っ た

以下で あ っ た，露地 区の 結果率は 61−84％ で，促成放飼

区 と 同 じか，や や 高 か っ た （第 3図 ）．果粒形質に つ い て

は ，果粒重 （1．4〜2．5g）や酸含量 （1．1
−1．9％）に 品種間差が

認 め ら れた が，同
一

品種 の 促成放飼区 と 露地 区間 に は ほ

と ん ど差 が 認 め ら れ な か っ た ．可溶性 固形物含 量 は

9〜11％ で，品種間並 び に 区間 に 差 が ほ と ん ど生 じな か っ

た （第 3表）．

実 験 2 ．促 成開 始 時期 ， GA 　3 処 理 並 び に マ ル ハ

　　　　　 ナ バ チ 放 飼 が 収 穫 時 期 ，結 果 率 お よ び

　　　　　果粒 形 質 に 及 ぼ す 影 響

1．小花数 と小花形質

　小花数 ノ花房 お よ び花冠長 に つ い て は，
‘Northland ’

と

‘Tifblue’ の 両品種間に 有意 な 差 は認 め ら れ な か っ た．し

か し，花 口 直径 に つ い て は，Tifblue ’

の そ れ は
‘North−

land’の そ れ よ り有意 に 小 さ か っ た （第 4表 ），

2．促成開始時期 が 収 穫期 に 及 ぼ す影 響

　両品種 と も促 成 開 始 時 期 が早 い ほ ど満開 日 は 早 くな り，

特 に
‘Northland’で は，処理 区に 関係 な く収穫最盛期 も早

くな っ た，2月 9 日 と 2 月 23 日促 成開始 マ ル ハ ナ バ チ 放
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第 5 表 　ブ ル
ーベ リ

ー
の 促成栽培 に お け る促 成 開始 時期，マ ル ハ

　　　ナ バ チ放 飼 お よ び GA 処理 が 開花並 び に 収穫期 に及 ぼ す影

　　 響

第 6 表　ブ ル
ーベ

リ
ーの 促成栽培に お ける促成開始 時期，マ ル

　　
ハ ナ バ チ 放飼お よ び GA 処 理 が 果粒形質に 及 ぼ す影 響

　 　 　 促 成 開 始 日
品 種　 　 　 　 　 　 　 　 処理 区
　 　 　 （月／日 ）

果　粒

　 　 　 　 促 成開 始 日
品　 種　 　 　 　 　 　 　 　 　 処理 区

　 　 　 　 　 （月 ／日）

NOrth ］URd

満開 日　収 穫開始期 収 穫最盛期

（月〆日）　 （月 〆日）　　 （月／日）

Ti「blue

　 　 　 　 可 溶性 固 形 物
重量 （9 ）　　 　 　　 　　 　 　 酸含量 （％）
　 　 　 　 含 量 （％）

2f9　　 放飼 　　　 3／玉2　 di　 5／6d 　　 5／12d

　 　 　 　 GA 処理 　 3／12　d
　 　 　 　 無 処 理　　 3〆12d

2〆23 　　 放飼 　　　 3／20c

　 　 　 　 GA 処理 　 3／2ec

　 　 　 　無処理 　　 3〆20c

3〆9　　 放 飼 　　 　 3／25b

　 　 　 　 GA 処 理　 3f26 　 b

　 　 　 　無処 理 　　　3／26b

露地　　　
一
　　　　　4／16a

2／9　 　 放飼　　　 3／11d

　 　 　 　GA 処理 　　3／11　 d

　 　 　 無 処理 　　　3／Ud

2／23　 　 放飼　 　 　 3／24c

　 　 　 　GA 処理 　 3／24　 c

　 　 　 無 処 理　　　3／24c

3〆9　　 放飼　　　 3f28 　 b

　 　 　 　GA 処 理 　 3／28　 b

　 　　 無処 理 　　　3／28b

露地　 　
一

　　 　　 4／21a

5／且2　cd 　　　5／21　cd

5／18　bc　　　5／19　cd

5／2L　b　　　　5／24　じd
5〆25　b　　　　5／31　bu

5／30　
y
　　　　5〆30　y

5／25　b　　　　　6／3　bc

6／5　a 　　　　6／1且　ab

　 −　　N　　　　　　　　　　T　 x

6／8　a 　　　　　6／23　H

6／9　dX　　　6／王6　じ

6／18b −d　　　7／4　bc

6／23　
y
　　　　6／29　y

6／15　cd 　　　6／26　bc

7／4　ab 　　　　　8／4　u

7／7　y　　　　　6〆2g　y

6／23　a
−d　　　　7／5　bc

6〆30a −c　　 7／ll　bc
　 ¶　 x　　　　　　　　　　−　 t

7〆9　u　　　　　7〆ユ7　ab

Northland 　　　　2／9

T 正fblue

2／23

3／9

露 地

2〆9

2f23

3／9

放 飼

GA 処理

無処理

放飼

GA 処 理

無処 理

放飼

GA 処理

無処理

放飼

GA 処 理

無処理

放飼

GA 処理

無処理

放飼

GA 処 理

無処 理

1．5　 abZl

．O　 bc1

．3　 a −cl
．7　 a1

．2　 a
−
c1

．2　 yl

，6　 aO

．9　 C

9．9　b11

，2　 a

玉2．O　 u10

．O　 blI

．2　 aIO

．8　 v9

．4　blO

．O　b
−　　　　　x

1．33　 じ

1．45　a −c
且，31　 c1

．66　 u

且．39　bじ

1．63　 abl

，32　 c

　　x

1．6 　ab 　　 9．9 　b 　　 1．04　d
l．7　bc　　　　9．6　b じ　　　1．27　a

1、2d 　 IL3 　 a 　 且．08　 ab

l．3d 　 8．8　 c 　 l．07　 ab

l．9 　ab 　　ID、8 　ub 　　1．05 　ab

L4 　cd 　　10．4 　ab 　　L28 　a

L4 　
y

　　 10．2 　
》「
　　 1．09　y

2．2　a 　　　　　9．9　a −c　　1，21　 ub

1、2 　d 　　　IO、6　ab 　　O．94 　b
一　　　x　　　　　　　　一　　　　　民　　　　　　　　　＿　　　；

z

検 定はTukeyの 方 法 （5％水準）を用い ，品 種内 で行 っ た
y

反 復 数不 足 に よ り検定 を割愛 した

取 穫果粒な し

100
　 　 　 Northland

　 80

）
　60

畷 　40

　 200

a

2月 9目　 2月 23 日　 3月 9 目

　 　　 　 　 促 成 開 始 日

100
　 　 　 Tifblue

（　80

）　 60

畷 40

　 200

a
−
CCd2

月 9 日

露地

■ ハチ放 飼区

MGA 処理 区

ロ 無処理 区

囗露地区
a 胆 b　　　　　　　　　　　

e

凪 k 」亂
2月23目　　　3月 9 日

　 促成 開始 日

露 地

第 4 図 　促 成開始 日 と処理 の 違 い が 結果 率に 及 ぼ す影響

　 　 異 な る文字間は 5％ 水準で 有意 差 あ り

飼 区 （以 下 放飼区）の 収穫最盛期 は，そ れ ぞ れ 5月 12 日 と

5 月 24 日 と な り，5 月収穫
『
が 可 能 で あ っ た．一

方
‘
Tif−

blue’で は，放飼区の 収穫最盛期 は
‘Northland’と 同様 の 傾

　 　 　 　 　 　 露地　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2、2　 a　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9．6　　bc　　　l．10　　ab

　験 定 は Tukey の 方法 （5 ％ 水準 ） を用 い ，品種 内で行 っ た

　
y
反 復 数 不 足 に よ り検定 を割愛 した

　取 穫果 粒 な し

　
W

収穫 果 粒 数 不 足 に よ り未調査

向を示 し，2月 9日放飼区の 収穫最盛期 は 6月 工6 日で ，露
地区 よ り約 1 か 月早 か っ た．しか し，GA3 処理 区は一

定

の 傾向が 見 られ な か っ た．

　 な お，促成開始時期 が 同 じ場合，有意差 は ほ と ん ど見

られ な い もの の ，両品種 と も に GA3 処理区の 収穫最盛期
は放飼区の 収穫最盛期 よ りも遅 くな る傾向が 認 め ら れ た

（第 5表 ）．

3．GA3 処理 と マ ル ハ ナ バ チ 放飼 が 結果率 に 及ぼ す 影 響

　
‘Northiand’の 放飼区の 結果率 （40−86％）は，促成開始

時期 に 関係 な く GA3 処理区（7− 19％）よ り も高 く，ま た促

成開始時期 が遅 くな る ほ ど高 か っ た ．

　
一

方，
‘Tifblue’ の 放 飼 区 の 結果 率 （5・“419 ・）は ，

‘Northland’の そ れ らよ り低率で ，2月 9 日促 成 開 始 で 特

に 低 く，そ れ よ り後 の 促 成開始 で は 40％ 前後 で あ っ た．
GA3 処理 区 の 結 果 率 は 22−43％ で ，

‘Northland’に 比べ て

高 くな っ た

　 な お，露地 区の 結果率 は
‘Northland’が 91％，ま た

‘Tif−

blue’が 47％ で，両品種 と もに そ れ ぞれ の 放飼区や GA3
処理 区 よ り高 か っ た．しか し，両品 種 と もに 無処理 区 の

結果率 は 0ま た は 1％ 以下で あ っ た （第 4図 ）．
4．GA

：s処理 と マ ル ハ ナ バ チ放 飼 が 果 粒形 質 に及 ぼ す影 響

　果 粒重 に 関 して は ，両 晶 種 と もに 放飼区 と露地区 と の

差 は ほ とん ど認 め られ な か っ た，一
方，GA3 処理区 の 果

粒 重 は，他 の 処 理 区や 露地 区 よ り軽 く，可溶性固形物含

量 は 他 の 処理区や 露地区よ り高 くな る傾向が 見 られ た （第
6 表 ）．
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　ブ ル ーベ リ
ーは虫 媒花 で あ る た め ，果粒の 安定生産 を

図 る に は，放花昆虫 の 利用 が 重要 で あ る．そ の た め露 地

栽培 で あ っ て も，放花昆虫 を 積極的に 利用 すべ き で あ る

こ と が 示 され て い る （小林ら，2000；前 田 ら，1990a），本

実験で も閉鎖 空 間 の 加温 温 室 で 実施 した両実験 と も，無

処理 区が ほ とん と
’
結果 しな か っ た の に 対 し，実験 1の 放飼

区で は い ず れ の 品種 も 40％ 以上 の 結果率を示 し，ま た 実

験 2 に お い て も 2 月 9 日 促 成放飼区 の
‘Tifblue

’
を 除 き，

35％以上の 結果率で あ っ た．こ の 事実は，少な くと も 2月

F旬 以 降 の 加温 促 成栽培 に お い て，マ ル ハ ナ バ チ は ブル
ー

ベ リーの 花粉媒介昆虫 と して 有効で あ る こ とを 示 す もの

で あ る．な お 花粉媒介 昆虫 と して セ イ ヨ ウ ミ ツ バ チ の 利

用 も考 え ら れ る が ，同種 は マ ル ハ ナ バ チ よ り攻撃的で あ

り，取 り扱 い が や や 難 しい こ と に 加 え，加 温 温室条件下

で は 曇雨天 日 な ど に低照度 に な りや す く，そ の 活 動 は 鈍

る こ と が 懸念 さ れ る．

　一・
方，ラ ビ ッ トア イ ブル

ーベ リー
品種 は ハ イ ブ ッ シ ュ

ブ ル
ーベ リー品 種 に 比較 し，花 口 直径 が 小 さ く，また結

果率 が 低 い （前 田 ら，1990b ）こ と が 知 ら れ て い る，本実

験 2 の 促成放飼区
‘Tifblue’

の 結果率が，い ずれ の 促成時

期 に お い て も
‘Northland

’
よ り低率 で あ っ た の は，小花 の

花 口直径 が 極 端 に 小 さ い こ とや 今回受粉樹 に 使用 し た 品

種 と の 親和性な ど に 起因する もの と考 え られ る，ま た，実

験 1の
‘Weymouth

’
や 実験 2 に お け る 2月 9 日 と 23 日搬

入放飼区の
‘Northland’で の 結果率 は，露地区の そ れ よ り

低率で あ る こ とや ，2 月 9 日搬入放飼区の
‘Tifblue

’
の そ

れ が 極端 に 低率で あ る の は，ハ チ の 放花行動 数 の 違 い と

は考 え に くく，屋外か ら 温室搬入時の 樹 の 慣 ら し不足 の

た め，小 花 が 正 常 に 発育 しな か っ た の で は な い か と考 え

　ら れ る．

　 次 に，実験 1の 促 成栽培 の 結 果 ，供試 し た 品種 中，極早

生品種 の
‘Weymouth ’

か ら 中生 品 種 の
‘Berkeleゾ まで の

5品種 は，山陰地 方 の 露地栽培で は不可能な 5月収穫 が 可

能 で あ り，ま た果粒形質も露地区 と大差 な か っ た こ とか

　ら，こ れ らの 品種 は促成栽培 に有効で ある と考え られ る．

．一方，実験 2 の
‘Northland

’
の 2 月 9 日放飼区で も，5 月

上 旬 か ら収穫可能 で あ り，結果率 も 40％ を示 した こ とか

　ら，山陰地方 に おけ る ブ ル ーベ リ
ー

の 加 温 促 成栽培 と し

　て は，ハ ー
フ ハ イ ブ ル

ー一ベ リーや ノ
ーザ ン ハ イ フ ッ シ ュ

　ブ ル
ーベ リー系品種を利用す る こ と に よ り，2月上 旬 か ら

　促成開始が 可能 で あ る と考え ら れ る．青木
・
植 田 （1996）

　は ，促成栽培 に おける
‘Nl〕rthland ’

の 休眠打破 に は，4℃

　で 6，7週 間 （10e8
−−1ユ76 時間 ）の 低温期間が 必要 で あ る

　こ とを 示 し，ま た 片野 ・重 田 （1984）は，ハ イ ブ ッ シ ュ ブ

　ル
ーベ リーの 正 常な 発芽 ・展葉 の た め に は ，7℃ 以 下 で 少

　な くと も 600 時間以 上 が 必 要 で あ る こ と を 示 して い る．

　山陰地 方 に お い て ，2月上 旬ま で の アC以下 の 積 算 時 間 が
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例年 1000〜1300 時間 で あ る こ とを考慮す る と，こ の 時期

ま で に は 自然低 温 に よ っ て 自発休眠が ほ ぼ 完了す る もの

と思 わ れ る．

　Barker ・Collins（1965）は ，　 GA3 処理 が v 一
ブ ッ シ ュフ

ル
ーベ リ

ー
の 単為結果を誘発 す る こ と，また NeSmith ら

（1995）は1轄 を 起 こ した ラ ビ ・ トア イ ブ ル
ーベ リーの 花

ら い に 対 し，GA3 処 理 は 有効 で あ る こ とを 報告 し．さ ら

に福島 ・大垣 （1989）は ，自家受粉 お よ び 自然受粉 の い ず れ

に お い て も，GA3 処理 は ラ ビ ッ トア イ ブ ル
ーベ リ

ー
の 結

果率 を 向上 させ る こ と を示 した．本実験 2の 結果は，加 温

条件 の も と で も GA3 処理 が ラ ビ ッ トア イ ブ ル
ーベ リー

‘Tifblue
’
の 結果率を向上 さ せ る こ とを示 した が，ハ

ー
フ

ハ イ ブ ル
ーベ リーの

‘Northland
’
で は そ の 効果 が低 く，処

理 時期 や 濃度の 再検 討 が 必要で あ ろ う，い ずれ に して も，

生食で は よ り大粒 の 果粒が 好 ま れ る こ とか ら，ハ チ 放飼

区 に 比 べ 果粒 の 肥大 が 劣 り，収穫時期 も遅 延 さ せ る 可能

性が ある GA3 処理 は，促成栽培 に は 利用 で きに くい と も

考 え られ る．な お，ラ ビ ッ トア イ ブ ル ーベ リ
ー ‘Tifblue’

に 関 して は，収穫期 が 最 も早 い 2月 9日放飼区で あ っ て も

収穫開始 が 6月中旬 で あ り，ノ
ーザ ン ハ イ ブ ッ シ ュ ブル

ー

ベ リーや ハ ー
フ ハ イ ブ ル ーベ リーと比 較 して ，収穫時期

が 遅 い こ と か ら，促成栽培の 優位性 は低 い も の と思 わ れ

る．

　 以 上 の 結果 か ら，2月 か らの 促成栽培に は，ノ
ーザ ン ハ

イ ブ ッ シ ュブ ル
ーベ リ

ー
お よ び ハ

ー
フ ハ イ ブ ル

ーベ リー

の 極早生 か ら 中生 品種 ま で が 利 用 で き る と考え ら れ る ，

また そ の 際 マ ル ハ ナ バ チ は花粉媒介昆虫 と して 有 効 で

あ る こ と が 示唆さ れ た．

摘　 　要

　促成 ブ ル ーベ リーに お け る マ ル ハ ナ バ チ の 有効性や 促

成開始時期 と収穫時期 と の 関連 を 調査 し，早期栽培 に 有

効 な 品種 の 選択を試 み た ．促 成栽培 に よ り開 花 日や 収穫

期 が 早 くな り，また マ ル ハ ナ バ チ放飼 に よ り，結果率 は

高 くな っ た．た だ し，品種 や促成開始時期 の 違 い に よ り，

結 果 率 に 差 が 認 め られ た ．GA3 処 理 は
‘Northland ’

よ り

‘Tifblue’に お い て 結果率 の 向上 に 効果 が認 め られ た ．し

か し，GA3 処理区 は マ ル ハ ナ バ チ 放飼 区に 比較 し，収穫

期 が遅延 し，果 粒重 も劣 っ た，2月 下 旬 か ら の 促成栽培 に

お い て ，ノ
ーザ ン ハ イ ブ ッ シ ュ ブ ル ーベ リーお よ びハ

ー

フ ハ イブ ル
ーベ リー

の 極早生 か ら 中生品種 は，5月に 収穫

が 可能 で あ り，促成栽培 に 利用 で き る と考 え られ る．な

お そ の 場 合，マ ル ハ ナ バ チ は 花粉媒介昆虫 と して 有効 で

あ る こ と が 示唆 され た．
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